 安 全 衛 生 管 理 規 程
第１章　　総　　則
（目的）
第１条
　この規程は、従業員の安全と健康を確保するとともに作業環境の整備を図り、併せて生産性の向上に寄与することを目的とする。
（会社の責任）
第２条
　会社は安全衛生管理体制を確立し、従業員の労働災害防止のため、機械設備及び作業方法等について危険性又は有害性等を調査し、必要な防止対策を検討して計画的に実施、運用する。
（遵守の義務）
第３条
　従業員は、この規程及び安全衛生に関し会社が定めた事項を遵守し、業務上の労働災害及び職場における健康障害を防止し、良好な安全衛生環境の保持に努めなければならない。
（労働安全衛生マネジメントシステムの取組み）
第４条
　会社は、労働安全衛生マネジメントシステム（以下「システム」という）に取り組み、従業員の協力のもと、労働災害の防止を図り、もって、安全衛生水準を向上させる。
第２章　　安全衛生管理体制等
（安全衛生管理体制）
第５条
　第１章の目的達成のための社内の安全衛生管理体制を次のとおりとする。
　１　本社には次の管理者を置く。
　　(1) 総括安全衛生管理者
　　(2) 安全管理者
　　(3) 衛生管理者
　　

　２　システム監査体制についてはシステム監査規程を別に定める。
安全Ｋ０１－０１
第３章　　会社における管理者の任命とその職務
（システム管理者の任命及び職務）
第６条
　社長はシステム（運用）管理者を１名選任し、該当事項を統轄させる。
　
（安全管理者の選任及び職務）
第７条
　会社は、法令に定める資格を有する者の中から安全管理者を選任し、次の職務を行わせる。
　１　総括安全衛生管理者の職務のうち、特に安全管理に関する事項の補佐
　２　労働安全衛生規則第六条に定める事項

　３　作業に潜在する危険性又は有害性等の調査及び防止対策に関する事項
（衛生管理者の選任及び職務）
第８条
　会社は、衛生管理者を本社に勤務する資格者の中から選任し、次の職務を行わせる。
　１　総括安全衛生管理者の職務のうち、特に衛生に関する事項を補佐する。
　２　労働安全衛生規則第十一条及び第十二条に定める事項
　３　作業に潜在する危険性又は有害性等の調査及び防止対策に関する事項
（産業医の選任及び職務）
第９条
　会社は開業医の中から産業医として委嘱し、次の職務を行わせる。
１　健康診断の実施及び結果に基づく労働者の健康を保持するための措置に関すること。
２　作業環境の維持に関すること。
３　作業の管理に関すること。
４　前第３号に掲げるものの他、労働者の健康管理に関すること。
５　従業員の健康教育、健康相談、その他労働者の健康保持増進を図るための措置に関

すること。
６　衛生教育に関すること。
７　従業員の健康障害の原因調査及び再発防止のための措置に関すること。
（作業主任者の選任及び職務）
第１０条
　会社は労働安全衛生法施行令第６条で定める作業を行う場合は、法令で定める資格者の中から作業主任者を選任し、その者に当該作業に従事する労働者を指揮させ、その他労働省令で定める事項を行わせる。

第４章　　労働者の就業に当たっての措置

（安全衛生教育）
第１１条
　会社は従業員に対し、次の教育を実施する。
　１　雇入れ時教育
　２　現場入場者教育
　３　作業変更時教育
　４　特別教育

　５　危険性又は有害性等の調査及び防止対策に関する教育

　６　社員安全衛生研修
（職長・安全衛生責任者教育）
第１２条
　会社は労働者を直接指導又は監督する者に職長・安全衛生責任者教育を実施する。
（就業制限）
第１３条
　会社は労働安全衛生法令第６１条に定める業務については、事前に免許・資格等の調査をし、有資格者に行わせる。
第１４条
　会社は中高年齢者については、心身の条件に応じて適正配置をする。
第５章　　協議組織
（安全衛生委員会）
第１５条
　会社は安全衛生委員会を設ける。
　１　㈱○○安全衛生委員会規程については別に定める
（災害防止協議会）
第1６条
　会社は協力業者と一体となった労働災害防止を推進するため、必要に応じて協議組織を置く。
第６章　　安全衛生責任者の選任及び職務
（安全衛生責任者の選任及び職務）
第１７条
　会社は協力業者として従事する作業所には安全衛生責任者を選任し、次の業務を行わせる。
　１　統括安全衛生責任者及び元方安全衛生管理者との連絡、及び連絡を受けた事項の関係者への連絡
　２　その他作業所の安全衛生に関する業務
第７章　　従業員の遵守事項

第１８条
　従業員はこの規程によって定められた事項、並びに各職位によって指導された事項については遵守しなければならない。なお、本条に違反した者には就業規則第４７条の制裁を科すこととする。
第８章　　表　　彰

（表彰）
第１９条
　この規程を遵守し、労働災害の防止に努めた者を安全衛生委員会で選考し、年１回安全大会で表彰することができる。
第２０条
　労働災害の防止に著しく功績のあった者を関係団体に対し、表彰推薦を行うことができる。
（規程の改廃）
第２１条
　この規程の改廃は、安全衛生委員会で検討し、社長の承認を得て決定する。
付　　則
平成○○年○○月○○日　制定　　
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